	　テスト問題　問題用紙

	　科目：情報の科学　範囲：「情報の科学」第３章 p.67-88


１．検索システムについて次の各問いに答えなさい。
　図書館での蔵書検索やネットショッピングの商品検索など，大量のデータの集合体である（ ① ）から必要な情報を抽出する検索技術は情報社会になくてはならないものである。その検索方法にはさまざまあるが，検索の手がかりとなるa（ ② ）を入力して検索する方法を用いることが多い。

　インターネットにおけるWebページの検索には，（ ③ ）が用いられている。（③）には二つのタイプがある。一つは，Webページを人の手により分類し整理した（ ④ ）型（③）である。いまでは，Webページの増加等にともない減少している。もう一つは，（ ⑤ ）とよばれるプログラムがWWWを巡回し，Webページを（①）に保存している。その際，Webページのコピーを行っており，それを（ ⑥ ）という。この方法で情報を収集しているタイプを（ ⑦ ）型（③）といい，現在の（③）の主流である。

　（③）から検索結果を閲覧すると，Webページの順番が（③）ごとに異なることを目にする。これは，表示の順番を決める（ ⑧ ）が異なっているからである。いっぽう，Webページを作成する側が，その順番を少しでも上位に表示しようと工夫している場合がある。これを（ ⑨ ）という。

（１）①～⑨に当てはまる適切な語句をそれぞれ答えなさい。（１点×９）
（２）下線部aにおいて，②が一つのものと二つ以上のものを，それぞれ「＊＊条件」というか答えなさい。（１点×２）
２．情報システムについて次の各問いに答えなさい。
企業や一般家庭へのインターネットの普及により，（ ① ）が大きく発展した。企業と個人での（①）では，（ ② ）が広く利用されている。また，個人と個人の（①）として，（ ③ ）などのサービスも提供されているが，お金を振り込んだが商品が届かないなどの（③）詐欺もあるため，取引相手を確認し，慎重に利用することも必要である。
　銀行のネットワークシステムでもインターネットは活用されている。このネットワークにより，口座をもっていない銀行やコンビニエンスストアからでも（ ④ ）を用いて自分の口座から預金や振込等ができる。また，インターネットを利用して家庭のパソコンや携帯電話などからもアクセスが可能となった。これをインターネット（ ⑤ ）という。
　クレジットカードや乗車券，電子マネーなど，社会の中でさまざまな（ ⑥ ）が利用されている。（⑥）はプラスチックカードに（ ⑦ ）が埋め込まれている。たとえば，クレジットカードは（ ⑧ ）型（⑥）で，（⑥）乗車券は（ ⑨ ）型（⑥）である。（⑥）は磁気カードに比べて扱える情報量が格段に増え，複数の機能をもたせることができるようになった。磁気カードは偽造や改ざん，（ ⑩ ）などの犯罪が行われやすく問題になっていたが，（⑥）はそのような犯罪を防ぐ機能が内蔵されているため，安全性も高い。
（１）①～⑩に当てはまる適切な語句を語群から選び記号を答えなさい。（１点×10）
	＜語群＞

　ア）バンキング　　イ）接触　　ウ）非接触　　エ）ICカード　　オ）ICチップ　　　

カ）電子商取引　　キ）ネットオークション　　ク）ネットショッピング　　　

ケ）スキミング　　コ）ATM


（２）次の各文が説明しているものの名称をアルファベット３文字でそれぞれ答えなさい。（２点×３）
　①渋滞や事故などの道路交通問題の解消を目的とする交通システム。
　②位置情報を取得し，目的地までのナビゲーションなどに活用されているシステム。

　③日本で開発された図書や資料を10区分に分けた分類法。
３．以下の表は知的財産権を分類したものである。次の各問いに答えなさい。
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（１）①～⑤に入る適切な権利の名称を答えなさい。（２点×５）
（２）携帯電話に関する①を示した例である。それぞれ②～⑤のどれに該当するか番号で答えなさい。また，それぞれ最大で何年間保護されるか，その保護期間も答えなさい。（１点×８）


　Ａ：メーカーのロゴ

Ｂ：高解像度・高発色で薄いディスプレイ

　Ｃ：携帯電話のデザイン

Ｄ：アンテナの収納構造

４．著作権について次の各問いに答えなさい。
　著作権は，学術的または芸術的な創造物を保護する権利のことで（ ① ）により定められている。ａ著作物をつくり出した人に与えられる権利である。この権利は，わたしたちが絵を描いたり本を書いたりすると，その時点で自動的に発生する。著作権には，著作者の人格的利益を保護する（ ② ）と，財産を保護する（ ③ ）とがある。（②）は，（ ④ ），（ ⑤ ），（ ⑥ ）を保障している。（②）は著作者の死後は（ ⑦ ）するが，（③）は経済的な利益を保護し，譲渡・相続可能である。日本では，保護期間は著作者の死後（ ⑧ ）年間，ただし映画は（ ⑨ ）後70年間とされている。
　ｂ著作者の中には，公開した著作物を他人が自由に利用してもよいと考える人もいて，あらかじめ許諾の意思を示すことで著作物の利用を促進する動きがある。また，一定の条件において著作者の許諾を得なくても利用できる場合がある。たとえば，（ ⑩ ）での利用（著作権法第35条）や，私的使用のための（ ⑪ ）（著作権法第30条）や，大学の卒業論文等でのｃ（ ⑫ ）（著作権法第32条）などがある。

　（ ⑬ ）は，著作物などを公衆に伝達する者に与えられる権利で，その伝達行為を保護している。著作権と同じく無方式主義である。

　（①）は日本国内での著作物に対する法律であるが，著作物は海外で利用されることもある。また，海外から著作物が流通してくることもあるため，国際的な条約を結び，世界各国で相互に著作物を保護している。おもな国際条約には，1886年に制定された（ ⑭ ），1952年に制定された（ ⑮ ），1996年に制定された（ ⑯ ）などがある。

（１）①～⑯に当てはまる適切な語句をそれぞれ答えなさい。（２点×16）
（２）下線部ａにはどのようなものがあるか具体的に三つ答えなさい。（１点×３）
（３）次のイラストは下線部ｂの例である。それぞれの名称を答えなさい。（２点×２）
　①




②
　　　

　
（４）次の文は下線部ｃのルールの条件を示したものである。不適切なものを一つ選びなさい。（２点×１）
ア）自分の著作物が「従」で，引用する著作物が「主」であること。
イ）引用する著作物の出所を明示すること。
ウ）引用したい著作物が公表されているものであること。
エ）引用する必然性や必要性があること。
オ）引用部分と自分の著作物とが明確に区別されていること。
５．次の文について，説明が正しい場合には○を，誤っている場合には下線部を正しい語句に書き換えなさい。（２点×７）
（１）年齢や性別，障がいの有無に関係なく，より多くの人に使いやすいように設計する考え方をユニバーサルデザインという。
（２）電子レンジの扉をあけたままでは動かないように設計しようとする考え方をフールプルーフという。

（３）指や専用ペンで画面に触れることで，コンピュータの操作ができる入力装置を，コントローラーという。

（４）販売時点情報管理システムともいわれ，商品を管理するためのシステムをバーコードシステムという。

（５）ある目的のために収集したデータを，一定の規則に従って蓄積し，利用するためのしくみをもったものを，データベースという。

（６）フォールトトレランスとは，システムの一部に問題が生じても全体の機能が停止することなく動作し続けるしくみや機能のことをいう。

（７）ディジタルデバイドには，依存症，不安症，VDT症候群の健康被害に関する問題がある。
解答用紙
	科目
	情報の科学
	年　 組　 番 氏名
	　点

	範囲
	「情報の科学」第３章 p.67-88
	
	


	１
	（１）
	①


	②


	
	
	③

	④


	
	
	⑤


	⑥


	
	
	⑦


	⑧



	
	
	⑨


	

	
	（２）
	一つのもの

　　条件
	二つ以上のもの

　　条件
	

	２
	（１）
	①


	②

	③

	④


	
	
	⑤

	⑥
⑧

	⑦
⑩

	⑧



	
	
	⑨


	⑩


	

	
	（２）
	①


	②


	③



	３
	（１）
	①

	②

	③


	
	
	④

	⑤

	

	
	（２）
	①


	　　年間
	②


	　　年間

	
	
	③


	　　年間
	④


	　　年間

	４
	（１）
	①


	②


	
	
	③

	④


	
	
	⑤


	⑥



	
	
	⑦


	⑧



	
	
	⑨


	⑩



	
	
	⑪


	⑫



	
	
	⑬


	⑭



	
	
	⑮


	⑯



	
	（２）
	
	
	

	
	（３）
	①


	②



	
	（４）
	
	

	５
	
	（１）

	（２）
４

	
	
	（３）
④

	（４）


	
	
	（５）

	（６）


	
	
	（７）

	


解答用紙（解答）
	科目
	情報の科学
	年　 組　 番 氏名
	　　　点

	範囲
	「情報の科学」第３章 p.67-88
	
	


	１
	（１）
	①

データベース
	②
キーワード


	
	
	③
検索エンジン
	④
ディレクトリ


	
	
	⑤

クローラ

	⑥
キャッシュ


	
	
	⑦

ロボット
	⑧

アルゴリズム

	
	
	⑨

SEO
	

	
	（２）
	一つのもの
単純　　条件
	二つ以上のもの
複合　　条件
	

	２
	（１）
	①

カ


	②
ク
③

	③
キ
⑤

	④
コ


	
	
	⑤
ア


	⑥
エ
⑧

	⑦
オ
⑩

	⑧

イ

	
	
	⑨

ウ
	⑩

ケ
	

	
	（２）
	①

ITS
	②

GPS
	③

NDC

	３
	（１）
	①
産業財産権
	②
特許権
	③
実用新案権



	
	
	④
意匠権

	⑤
商標権


	

	
	（２）
	①

５
	10　　年間
	②

２
	20　　年間

	
	
	③

４
	20　　年間
	④

３
	10　　年間

	４
	（１）
	①

著作権法
	②
著作者人格権

	
	
	③
著作権（財産権）


	④
公表権

	
	
	⑤

氏名表示権
	⑥

同一性保持権

	
	
	⑦

消滅
	⑧

50

	
	
	⑨

公開
	⑩

授業（学校教育なども可）

	
	
	⑪

複製
	⑫

引用

	
	
	⑬

著作隣接権
	⑭

ベルヌ条約

	
	
	⑮

万国著作権条約
	⑯

WIPO著作権条約

	
	（２）
	（例）

小説


	（例）
音楽
	（例）
コンピュータプログラム

	
	（３）
	①

自由利用マーク


	②

クリエイティブ・コモンズ



	
	（４）
	ア
	

	５
	
	（１）
○


	（２）
○
４

	
	
	（３）
タッチパネル
④

	（４）
POS


	
	
	（５）
○
	（６）
○

	
	
	（７）
テクノストレス
	











各２点





２点





各２点





各１点





各２点





各２点





各１点





各２点あ








各１点








各１点





各２点





各１点





各２点





④～⑥


順不同





各１点





各２点





各２点あ








各１点あ
































その他の権利





著作隣接権





著作権





著作権（財産権）








各１点








著作者人格権





各１点





知的財産権





⑤





…物品などの名称や図形





④





…物品のデザイン





①





③





…物品の形状や構造などの考案





②





…発明の保護












































著作権（著作者の権利）





各２点





２点





④～⑥


順不同





各１点あ











